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調査報告 琉球大学留学生センター紀要

留学生教育第５号，２００８

韓国語の「パンマル」と日本語の「ため口」の違いに関する一考察
一待遇表現の指導方法と関連して－

長嶺聖子

要旨

韓国語と日本語は語順がほぼ同じで、文法も類似しており、中高年層の韓国語学習

者も少なくない。中高年層の多くが好きな映画やドラマの内容を韓国語で知りたいと

望んでいるようだが、筆者が教えている大多数の大学生も会話主体の韓国語の学習を

強く希望している。ところで、韓国語には、格式体表現と非格式体表現があり、映画

やドラマなどでは､後者の非格式体表現､つまり会話体の打ち解けた言い方である「パ

ンマル」体が非常に多く使われている。しかし、最近日本の一部の著書において、こ

の韓国語の「パンマル」と日本語の「ためロ」がまるで同一であるかのように扱われ

ていることがよくある。本稿では、この安易な同一視から生じる誤解や混乱を避ける

ため、まず韓国語における「パンマル」の概念を明確にし、次に日本語の「ためロ」

に関する一般的概念を、筆者が実施したアンケート調査を基に明らかにして、その基

本的な違いを比較する。その上で､｢パンマル｣を含めた待遇表現の指導方法を提示する。

キーワード：格式体表現、非格式体表現、「パンマル｣、「ためロ｣、待遇表現

1．「パンマル」の概念

１１「パンマル」の意味

韓国の敬語構造は、一般的には、そ引巴（Jon-daen-mal：尊敬語と丁寧語）韓国の敬語構造は、一般的には、そ引普（Jon-daen-mal：尊敬語と丁寧語）と剋

暫（Ban-1nal：普通語）の二つに大きく区分して認識されている。そ曳普（Jon-daen-

mal）は、漢字の「尊待」の音読みである「そql（Jon-dae)」に、韓国固有語でことばを

意味する「望(mal)」を合わせてできた合成語であり、目上の人には当然のこと、初

対面の同年齢や年下（中高校生以上）に対しても使われることばである。赴普（Ban-

mal）は、漢字の「半」の音読みである、｡’（Ba､)」に、韓国固有語でことばを意味す

る「豊(mal)」を合わせてできた合成語である。「半言｣という意味を持つ「パンマル」

は、友人や年下の人に対して使用されることばで、また家族に対しても親しみを込め

－１９－
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た、甘えて言うことばにもなる。テレビ放送のように公的な場合を除いて、年少者に

対しては当然のように「パンマル」を使う傾向がある。

韓国の諺に、「２芒曾Ｃｌユ9１．１，フ}芒萱三音'二｝（Oneun-Inari-gowaya，Ganeun-

maldo-gopta:優しいことばで言われると優しいことばで返す。つまり、売りことばに

買いことば)｣、というのがある。年上で親しくない間柄の人に対して「パンマル」を

使用すると、しばしば大喧嘩になることがある。事実、韓国人の喧嘩の大半はこの｢パ

ンマル」が起因するとも言われている。だからと言って、「ジョンデンマル」ばかり

を使用すると、お互いの距離感がなかなか縮まらない。つまり、年下を除いて、「パ

ンマル」で言い合える間柄というのは、親しい間柄ということになる。

え}蟄旦（1990）は、「パンマル」は、現代韓国語において、世代、社会的立場や性

別などを問わず、親しい間で非格式的に最も広く使われている口語体であると述べ

ている。赴召（1986）も、現代韓国語で最も多く使われていることばは、非格式体の

｢パンマル」と「パンマル＋ヨ：パンマルの丁寧な形」であることを指摘し、その上で、

待遇表現の体系の中で「パンマル」を明文化し、その正当な位置づけを行なった。そ

れを示したのが後述のく表2〉である。

１．２待遇表現体系の中の「パンマル」

韓国語の｢ジョンデンマル」と「パンマル｣という敬語構造について、野間秀樹(1996）

は、「ジョンデンマル」＝敬意体、「パンマル」＝非敬意体であると言い、韓国語待遇

表現体系の二極化が完成していると述べている。特に野間秀樹は、ソウル（韓国語標

準語基準地域）で行なったアンケートの結果から、ソウルでは、敬意体として非格式

体の「パンマル＋ヨ：パンマルの丁寧な形」が最も多く使われていると結論づけて

いる。このように、韓国の敬語構造は一般的には、「ジョンデンマル」と「パンマル」

の二つに区分されているが、厳密な文法上の区分では、韓国語の敬語体系は、主体敬

語、客体敬語、相対（聴者）敬語の三つに分けられている。

主体敬語とは、主体になる主語が尊敬対象であれば、述語に尊敬を表す尊敬接辞

(韓国語では先語末語尾という）‘－人]（si)－，が語幹と終結語尾の間に入り、敬語を

作るという待遇表現である。客体敬語とは、語尾の変化によるものではなく、限られ

た敬語語彙によってもたらされる待遇表現のことであるが、現代韓国語においては次

第に弱体化しつつある。三つ目の相対（聴者）敬語とは、話し手と聞き手が対面して

行なう待遇表現であり、これが韓国語の待遇表現の中心になる。日本語では「対者敬
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語」に相当する。相対（聴者）敬語は、人称代名詞や助詞、そして終結語尾で表す待

遇表現だが、その中でも特に終結語尾が複雑に発達している。この終結語尾の敬語レ

ベルは、格式体と非格式体を混ぜ合わせてレベル分けされており、学者によって４段

階から６段階まで区分されている。

ここで、「パンマル」が上記の終結語尾の敬語レベルの中で、どのように位置づけ

られているのかを確認するために、６段階に区分された敬語レベルを用いて、どのレ

ベルが格式体または非格式体に相当するかを参考までに筆者が書き加えて紹介したい。

これが下記のく表１〉である。（日本語訳は、油谷幸利（1997）の表現を引用した｡）

またぐ表２〉は、その６段階の敬語レベルを格式体と非格式体の二つに分類し、新

たに「パンマル」ということばを導入して、「パンマル」の位置づけを明確に示したもの

である。この表は､赴召（1986）が作成した図表に筆者が日本語訳を付したものである。

<表１〉６段階の韓国語敬語レベル

体
体
具
体
体

土
甜
ヱ
刈

檸
傘
幟
隅

式
格
式
式

格
非
格
格

①
②
③
④

上称：最も丁寧な表現

略体上称：親しみをこめた丁寧な表現

中称：成人間で軽微な敬意を表す場合

等称：相手を下位者として待遇するが、

子ども扱いは出来ない場合

略体：待遇区分をぼかす場合

下称：聞き手に対する敬意が無い場合

(hapsho-che）

(haeyo-che）

(hao-che）

(hage-che）

⑤非格式体－８１体

⑥格式体一訓升体

(bae-che）

(haera-che）

〈表１〉から分かることは、韓国語の相対敬語の終結語尾による敬語表現には、格式

体(①、③、④、⑥）と、非格式体(②、⑤)があるということである。上記の各レベ

ルのうち、③番の中称形と④番の等称形は、実際にはあまり使用されておらず、：ﾌ]

智（1996）によれば、この二つは30代以下の年齢層ではほとんど使われてないと言う。

また想う|萱は、この二つの空白を埋めるために、その代替として非格式体がより多く

使われるようになり、全体的に格式体の体系が大きく崩れたと主張する。⑤非格式体

の訓体（hae-che）と⑥格式体の舌1斗体（haera-che)が「パンマル」である。

－２１－
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<表２〉敬語レベルの二元的体系（赴召，1986）

く表２〉が示すように、赴召は、格式体の４つのレベルは、非格式体である②の「パ

ンマル＋ヨ」形と、⑤の「パンマル」の二つの言い方で対応することが可能であると

述べている。すなわち、〈表１〉とく表２〉の①と③がく表２〉の②「パンマル＋ヨ」

形、そして、〈表１〉とく表２〉の④と⑥がく表２〉の⑤「パンマル」で置き換えら

れると言っている。

１．３「パンマル」のＴ寧度

非格式体は、打ち解けた言い方で、格式体と比べて日常生活の中で最も多く使わ

れている待遇表現である。召釧今（1987）は、社会言語学的な観点から見ると、話

し手が聞き手もしくは第３者の人物についてどのような待遇で接するかは、心理的

な関係により決まるものであり、それに基づいて文法的な言語形式が選択され、そ

の結果が待遇表現となって結実すると述べている。つまり、話し手は聞き手の年齢

の上下関係、親疎関係や社会的地位などに合わせて敬語レベルから適切な終結語尾

を選び、聞き手に相応しい待遇表現を用いるのである。ここで、待遇表現の体系の

中における「パンマル」の丁寧度を確認したい。

〈表２〉の「パンマル」の丁寧度は、牡蓋包（An-nopim：＊高くない）となっている。

これは、同レベルである格式体の④番と⑥番の丁寧度が呉暑(Natchum：＊低い）と

なっていて､表現が異なる。もちろん､ことばの意味から考えると､｢高くない｣と｢低い」

は同じ意味として解釈できるが､｢パンマル｣の丁寧度をあえて｢低い｣とは言わず､｢高

くない」と表現したことには理由がある。

上記の１．１「パンマル」の意味で、「パンマル」は友人や年下の人に対して言う

ことばであり、家族に対しては親しみを込めた、甘えて言うことばでもあると述べた。

つまり、聞き手が目上であっても家族のように親密な関係であれば、「パンマル」の

2２－

格式体 非格式体

蓋判（高い）
①｡}手芸啓（上称）

③｡1人}芸曾（中称）

②tdl豊oll-a暑斡朝E1１

｢パンマル＋ヨ」形
笠割（高い）

洪言（＊低い）
④c４１人}洪筈（等称）

⑥｡}手洪筈（下称）

⑤':ｕＦ普

｢パンマル」

?’蓋目

（＊高くない）
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待遇表現が可能である。これは決して聞き手を低く見て言うことばではないので、丁

寧度は呉暑(Natchuln：＊低い）とは言わず、牡差剖（An-nopim：＊高くない）となる

のである。しかし、④番の｡１１人｝呉暑(Yesa-natchum：等称）と、⑥番の。}手呉筈

(Aju-natchum：下称）の場合は、「パンマル」のように使うことはできないので、丁

寧度は呉菩(Natchuln：＊低い）になるのである。

非格式体の「パンマル」の丁寧度が呉菩(Natchum：＊低い）ではなく、吐姜割

(An-nopim：＊高くない）と表現しているのは、格式体④の等称までもカバーするほ

ど幅広く使用されるようになったからだと考えられる。ユ普已(2001）も、実生活で

は、「パンマル」の方が格式体の④番の｡1人｝呉暑(Yesa-natchum：等称）と⑥番の

｡}手呉暑(Aju-natchum：下称）を合わせた範囲よりももっと広く使われていると指

摘している。このような現象について､引利〒（1989)は､韓国は1945年８月15日以降、

社会制度の変化によって身分上の上下関係に対する観念が希薄になり、さらに、平等

思想の浸透によって待遇表現の体系が大きく変化したと論じている。

このように、「パンマル」は、待遇表現体系の中で格式体の④等称と⑥下称の使用

範囲をカバーするほどの変化を遂げてきている。そして、「パンマル」の語尾に‘ヨ，

を付けると、「パンマル」の丁寧な言い方になる。ある映画で、韓国語の「パンマル」

しか話せないアメリカ人英語教師が、忠清道出身の学生にその「パンマル」に‘ユ（ヨ

の忠清道方言)，を付けるように指示される場面がある。その教師は、英語の‘You，

の発音に近い‘ヨ，の方言‘ユ，をつけることで丁寧語で優しい表現の韓国語を駆

使できるようになったという話しだが、これは正に、「パンマル」と「パンマル＋ヨ」

体の特徴や現代韓国語の口語体としての「パンマル」の浸透度を物語っている。

２．「ためロ」の概念

２．１「ためロ」の意味

「ため口」の「ため」は、「対等｣、「同じ」を意味する俗語に「ロ」を合わせて作

られた合成語であり、「ため」は元来賭博用語で「同目（ゾロ目)」を意味した（｢日

本語俗語辞書、2006』)。現在では、同じ年齢のことを「ため年」ということもあるが、

このことばは、昭和の中期頃から不良少年の間で「同じ」という意味で使われはじめ、

昭和の後期頃からは若者を中心に広がった。『日本語俗語辞書」によると、「年代」は

1979年､｢種類」は若者言葉と示されており、まだ30年ほどの歴史しかない単語である。

岩波書店の『広辞苑』の第５版（1998）には、「ため：相手と同程度の位置であるこ

－２３－
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とをいう俗語、（～口)」と書かれている。つまり、「ため口」は、日本語の長い歴史

の中で約30年しか使われてない俗語なのである。

最近は、コンピューター時代と呼ばれ、社会の変動も激しく、世代の時間幅も短く

なってきているが、以前は30年という年数をワン・ゼネレーションという一つの世

代として認識していた。社会学では、世代のことを出生時期を同じくし、同一時代背

景のもとで歴史的・社会的経験を共有し、共通した意識形態や行動様式をもつように

なった人々の集合体であると定義している（森岡清美他、1996)。韓国では、戦後「ハ

ングル」中心の教育により、漢字をあまり知らない世代の人々を「ハングル世代」と

呼んでいる。このように、世代とことばは大変密接な関係がある。

約30年前の若者世代を中心に使われ始まった「ため口」ということばがまだその

力を失うことなく、日本語の中で「仲間ことば」の名称となり、そのレベルの待遇表

現として定着しているということは注目に値する。

２．２待遇表現の中の「ためロ」

日本語の敬語は、基本的には対者敬語と素材敬語に分けられるが、現在は、尊敬語、

謙譲語､丁寧語の三つに分けるのが一般的である（辻村敏樹､1989)。油谷幸利（1974）

も、素材敬語である尊敬語を聞き手に対する対者敬語として扱い、最敬体（いらっ

しゃいます)、敬体（です.ます)、そして常体（だ・である）に分けている。つまり、

聞き手を敬うことばばかりではなく、敬語を使わなくてもいい相手に対する話し方も

含めて説明している。今は､｢敬うことば」という意味の「敬語」という表現ではなく、

もっと広い意味としての「待遇表現」ということばが頻繁に用いられるようになって

いる。

日本語の待遇表現も、１．３「パンマル」の丁寧度の中で述べたように、話し手は

聞き手の年齢の上下関係、親疎関係や社会的地位などに合わせて聞き手に相応しい待

遇表現をすべきであるが、日本語の待遇表現を正しく駆使するためにはもう一つ大事

な要素がある。「ウチ」と「ソト」の関係である。「ウチ」と「ソト」を決定する基準は、

日本人にとってもその認識に個人差があり､非常に難しいという。土居健郎（1971）は、

遠慮の有無が日本人が内と外ということばで人間関係の種類を区別する場合の目安と

なっていると述べている。また､牧野成一(1996)は､「ウチ｣の空間で起こることを｢甘

え」だと指摘し、「ソト」に向けてなかなか本音が言えない日本人の心理から、日本

人は「ソト」には「建前」でものを言うと主張する。

－２４－



琉球大学留学生センター紀要留学生教育第５号，２００８

日本語の敬語を聞き手に対する待遇表現のレベルで表すと、油谷幸利（1974）が表

現した最敬体（いらっしゃいます）は、尊敬語になり、そして敬体（です.ます）は、

丁寧語と言い換えることができる。しかし、常体（だ・である）に関しては、一定し

た表現法がなく、学者によって普通語、通常語、非です．まず体、*）しくは、くだけ

た言い方という表現が使われている。つまり、この部分の待遇表現レベルは、学者の

間でも名称が定まっていないので、一般人にとってはなおさらのこと、敬語でない言

い方を表す待遇表現の通称がないということになる。このような現状から、日本では、

約30年前にできた俗語「ためロ」がその役割の一部を果たして来たのではないかと

推察する。

宇佐美まゆみ（2002）は､｢言語形式の丁寧度」という観点からではなく、｢言語使用」

に焦点を当てたより広い理論である「ポライトネス」に基づいて、敬語を待遇表現と

せず、「ポライトネス」と表現している。「ポライトネス」とは、円滑な人間関係を確

立・維持するための言語行動すべてを指していると言う。逆に言えば、相手が不愉』決

ではない、心地よいと感じる言語行動は、例え「ためロ」であっても、ジョークであ

っても、ポライトであると主張する。このように、敬語体系や待遇表現を論じる中で、

｢ため口」という単語が取り上げられたということは、「ため口」という表現が以前よ

りも広く認知され、日本のことば社会に定着しつつあるという証ではないかと思う。

２．３「ためロ」の認識度

約30年前から若者を中心に使用されてきた「ため口」は、現代日本語の敬語体系、

すなわち待遇表現において「だ・である体」のレベルの一部として扱われているが、

その研究はほとんど行なわれていない。「ため」ということばが、賭博用語の「同目

(ゾロメ)」に由来し、最初は不良少年という集団によって使われたことばだったとい

う事情がことばのイメージに幾分影響を及ぼしているかも知れない。そこで、実際に

｢ためロ」ということばが日本人にどのくらい認識され、どのように使われているの

かを世代別に調べるために、筆者が現在教えている大学生を中心に、その家族や知人

を含めた271名にアンケートを行なった（実施期間：2006年７月初め～８月末)。

調査者の年齢構成（１８歳から６７歳にまたがる）

１０代（１８歳～１９歳）：７８名２０代（20歳～29歳）：９０名

３０代（30歳～39歳）：３０名４０代（40歳～49歳）：３０名

５０代（50歳～59歳）：３３名６０代（60歳～６７歳）：１０名

－２５－
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（問１）あなたは、「ためロ」という単語を聞いたこと、もしくは使ったことがあり

ますか。①使ったことがある。②聞いたことはあるが使ったことはない。

③問いたこともない

下記の集計表１は、回答①、②、③を世代別に人数で示したものである。

集計表１．「ため口」の世代別便用度

澪
① ②

集計表１から、「ため口」のことを知っている答え①と②の数は、271名の中で261

名に達し、全体の約96.3％を占めていることが分かる。つまり、元来一集団のことば

だった「ためロ」が広く浸透しているのである。しかし、「ため口」を聞いたことの

ない人は、１０代～30代が０名であるが、４０代～６０代の世代には１０名いた。これに

答え②の合計36名を加えると、17.0％の人々が「ため口」を使ったことがないこと

になる。

(問２）「ため口」は、どういうことばを意味しますか。（複数でも可）

①年下が目上の人に使う失礼なことばのこと

②年上が年下に普通に使うことばのこと

③仲間同士で使うことばのこと

この設問に対しては、複数回答とし、共々の答えを世代区分なしで集計した。その

ため、全体の数は被調査者の数より多くなっている。

－２６－

答え① 答え② 答え③ 合計

10代 ７７名 1名 ０名 ７８名

２０代 ８７名 3名 ０名 90名

３０代 25名 5名 ０名 30名

40代 22名 7名 1名 ３０名

５０代 １１名 １６名 6名 33名

６０代 3名 4名 3名 １０名

合計 225名 ３６名 １０名 271名
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集計表２．「タメロ」の使用相手に関する世代別認識度

辱
=箒I:￣

②

10

集計表２では、６０代の答えの数が人数の10名より少ないが、これは問１の設問で

｢ため口」を聞いたこともない③で答えた３名を10名から引いた７名の答えだからで

ある。答え①､②､③を全体の数420（４７＋１３３＋240）に対するパーセントで表すと、

①が11.2%、②が31.7%、そして③が57.1％になる。この結果から、「ためロ」は、や

はり「仲間ことば」として広く認識されていることが分かる。そして答え①を選んだ

人を世代別にパーセントで示すと、１０代7.2%、２０代9.2%、３０代15.6%、４０代15.0%、

50代19.4%、そして６０代が37.5％である。年齢層が上がるにつれて「ため口」は目

上に対する失礼なことばであるという認識が強くなっている。

(問３）あなたは､｢ため口」ということばに対してどういうイメージを持っていますか。

①とても良い②良い③何とも思わない④悪い⑤とても悪い

集計表３．「ため口」に対する世代別イメージ

３

１０１１０７１００

２０八２〃1３６１１４００

{100

イ0１２９

５０八0才９１２才Ｊ４２ｉ

イ０１名４才２名Ｗｒ

１６３ ２６Ｍ、

集計表３の合計人数が261名であるのは、問１設問に対して答え③（｢ため口を聞

いたこともない」を選んだ１０名がいたからである。「ため口」に対する良いイメー

－２７－

答え① 答え② 答え③ 合計

10代 １０名 ５０名 ７８名 138名

２０代 １４名 ５３名 ８６名 153名

３０代 ７名 １０名 ２８名 ４５名

４０代 ６名 10名 ２４名 ４０名

50代 ７名 9名 ２０名 ３６名

60代 ３名 1名 ４名 8名

合計 ４７名 133名 240名 420名

① ② ③ ① ⑤ 合計

１０代 1名 10名

名７５

10名 0名 ７８名

２０代 ２名 １３名 61名 １４名 0名 ９０名

３０代 0名 ２名 １８名 10名 0名 ３０名

4０ ０名 1名 １７名 １０名 1名 ２９名

５０代 0名 ３名 9名 １２名 ３名 ２７名

６０代 0名 ０名 1名 ４名 ２名 7名

合計 3名 ２９名 163名 ６０名 ６名 261名
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ジの①と②を合計して世代別にパーセントで表すと、１０代14.1%、２０代16.7%,30代

6.7%、４０代3.4%、５０代11.1%、そして６０代は0％であり、１０代と６０代の差は歴然と

している。悪いイメージの場合も良いイメージと同様、④と⑤を合計してパーセント

で表すと、10代12.8%、２０代15.6%、３０代33.3%、４０代37.9%、５０代55.6%、そして

60代は85.7％になる。このことから、年齢が高くなるにつれて「ため口」のイメージ

が悪いのがはっきりと見て取れる。

以上、このアンケート全体から分かったことは、「ため口」は、10代～30代の間では、

ほとんど当然のように使われているが、４０代以上の世代になると、少々個人差はある

ものの「ためロ」使用頻度は少なくなるのが判明した。そして「ため口」は本来の「仲

間ことば」から「年上が年下に普通に使うことば」へと広く認識されるようになって

きている。しかし、「ためロ」に対するイメージは、年上の世代はもちろん、一部の

10代や20代にも悪いイメージを持っていることも明らかになった。

３．韓国語の「パンマル」と日本語の「ためロ」の違い

韓国語の中の「パンマル」と日本語の中の「ためロ」の相違をく表３〉でまとめ、

その違いを比べてみたいと思う。

<表３〉「パンマル」と「ため口」の違い

く表３〉で示したように、韓国語の「パンマル」は、韓国語の敬語体系、つまり待遇

表現の名称の一つであり、丁寧度で示したように、幅広く使われていることばである。

つまり、年上であっても親密な間柄には甘えた言い方で使用可能であり、年下（中学

生以下)であれば、初対面でも｢パンマル」で言うのが普通である。一方、「ため口」は、

昭和の中期頃から使われ始まったことばで若い世代にはほぼ定着しているが、中高年

－２８－

｢パンマル」 ｢ため口」

名称 待遇体系の名称の一つ 賭博用語のぞろ目に由来した名称

歴史
｢ハングル」創製（1443年）以前

から使用される

昭和の中期頃から使用される

待遇体系

レベノレ

等称形と下称形を合わせたレベル

に位置づけられている

待遇体系のレベルにはない

丁寧度 高くないが、低くもない 低い

認知度

韓国人なら世代に関係なく全ての

人が知っている

若者の間ではほぼ定着しているが、

４０代以'二ではまだ十分認知されて

いない
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の世代にはことばのイメージも悪く（集計表３）まだ十分認知されてないことばである。

従って、昨今中高年の日本人韓国語学習者が増加していく中で、「パンマル」と「た

めロ」の共通する一部分だけを強調し、あたかも「パンマル」と「ため口」が同一で

あるかのように安易に紹介されることは､｢パンマル」に対する否定的な見方を醸成し、

学習意欲を低下させることにもなりかねない。

４．韓国語待遇表現の指導方法

外国人に韓国語を教える際、語尾変化が比較的簡単な格式体と、語尾変化が簡単で

はないが、日常会話によく使われている非格式体の「パンマル」や「パンマル＋ヨ」

の表現をどのタイミングで教えるかは、常に教師の悩みの種となっている。忍忍動

(1999）は、韓国に居住している外国人の待遇表現の理解能力を調査し、待遇表現の

理解能力の高さは、居住期間の長さではなく、待遇表現を学んだ時期の早さにあると

言う。水谷信子（1989）も、日本語教育の開始時期が待遇表現の指導開始時期である

と述べている。

一方、山下秀雄（1989）は、丁寧語ではない待遇表現は、仲間以外の人に対して

非礼であるので、早い時期に教えるのは問題があると言う。このように、待遇表現

の指導時期については、様々な見解があるが、最も重要なことは、学習者の学習目

的に沿って指導すべきだということであろう。筆者は、毎学期授業の冒頭で、学生

の学習目的を調査しているが、毎回圧倒的多数の学生が、会話能力（Colnmunicative

Competence）の習得を第一希望にあげている。つまり、「パンマル」を含めた待遇表

現の指導は避けて通ることはできないのである。

日本語の待遇表現より複雑な韓国語の待遇表現を、分かりやすく効果的に教える目

的で、筆者（2003）は日本語の待遇表現体系に合わせた韓国語の待遇表現レベルを作

成し発表したが、本稿では、その時に作成した表を基盤として、本稿の１．２の表２

の区分法を取り入れて新たな表を作成することにした。具体的には、先ず、日本語待

遇表現の尊敬語（いらっしゃいます）にマッチさせるために、韓国語の主体敬語法で

使う尊敬を表す語尾‘－人１－(si)，を聴者敬語法に取り入れた。主体敬語というのは、

本稿の１の２でも述べたように、話し手や聞き手の話題の主体に対する敬語法である。

しかし実際には、聞き手をうやまう際にも用いる。利骨子（1996）も主体敬語法で使

う尊敬を表す語尾‘－人１－(si)，を聴者敬語のレベルに導入する必要性を論じている。

また実際に韓国でアンケートを実施し、両言語の敬語表現を比較研究した荻野綱雄

－２９－
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(1989）も、聞き手敬語におけるこの尊敬接詞‘－人１－(si)，の重要性を指摘している。

野元菊雄（2000）は、日本語の尊敬語は第三者への尊敬を示す時ばかりではなく、聞

き手についても使われることばであると説明している。このような概念を丁寧度のレ

ベル分けの名称として取り入れてみた。

<表４〉日本人に分かりやすい韓国語待遇表現レベル

四円凪■、￣Ｆ、■

■因困印一F、■

■■

圖田ﾖI1IIII1lIlI1III1Il1IIII11III1lIII1I1IⅡ111
■■■

：－Cl且

〈表４〉の丁寧度の名称を日本語に合わせると、パンマル体は常体になり、丁寧体

と尊敬体は敬体になるが、敬体には「丁寧語」と「尊敬語」があり、それぞれに丁寧

の度とうやまいの度がある（野元菊雄、2000）ということから、うやまいの度も含め

たレベル分けとして、上記のような３つの分け方になった。そして、丁寧体の下のレ

ベルは、本稿の２の２で言及したように、日本語の通称が一定してないところから、

韓国語の「パンマル」をそのまま取り入れた。教師は、〈表４〉を教える際、「パンマ

ル」と「ためロ」の違いなどを学習者に明確に説明することが求められる。

５．おわりに

会話能力を身に付けたいと思う韓国語学習者にとって、会話で広く使われている非

格式体の「パンマル」は、非常に重要である。しかし、その「パンマル」のことを一

部の著書で「ためロ」として扱っているため､｢パンマル」が正しく理解されていない。

韓国出身である筆者は、「ためロ」に関する知識に乏しく、その実態を把握するため

に「ためロ」に関する日本人の認識度のアンケート調査を行なった。この調査結果を

基に「ためロ」と「パンマル」の比較が可能となり、更に、「パンマル」を取り入れ

た日本人学習者のための待遇表現レベルを提示できたことは幸いであった。

－３０－

尊敬体 丁寧体 パンマル体

平叙文
格式

-(2)ｔｌｑＩﾆﾄ

非格式

-(2)人11且

格式

一己ｑｑ/一合しょlｑ

非格式

-｡}且/-.1且

格式

-し'二}/芒叶

非格式

-｡}/-Cｌ

疑問文 -(2)/セル川． -(二)AｌＢ－ 一口ｑ外/一合ｑ外 -｡}且/ola -ｑ -ｽ１ -.}/-ＯＪＩ

命令文 -(二)個人1ユ -(二川1且 -｡}且/-CIR -｡}己}/゜：１斗 -｡}/-Cｌ

勧誘文 -(2)人1丑 -(二)'１１且 -'二】人1ｑ/-各人1[二｝ -.}B_/-。}且 -ｽ｝ -｡}/-Cｌ
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A Study on Differences between Korean Ban-mal and Japanese Tame-guchi

- Related to Teaching of Attitudinal Expressions-

NAGAMINE, Seiko

Keywords : formal expressions, informal expressions

ban-mal, tame-guchi, attitudinal expressions

Abstract

The similarity between Korean and Japanese languages as seen in word order and

grammar seems to prompt many Japanese persons of middle and advanced age to try to

have quick access to Korean in a hope to appreciate their favorite Korean movies or 'f.~

programs. Also, almost all of my students in my college classes express their wish to study

daily or conversational Korean language for the similar purposes. In fact, there are two

types of expressions in Korean, formal and informal or conversational Korean. The latter is

called the ban-mal style and it is the expression which is widely used in the movies or 'f.~

program. In Japan, however, some language books on Korean equate ban-mal to Japanese

tame-guchi, or gangsters' jargons adopted by youngsters of certain groups in the 1970's.

This paper aims at pointing out basic differences between ban-mal and tame-guchi in order

to minimize confusions or misunderstandings caused by this unjustifiable identification.

The writer conducted a questionnaire research to find out how widely tame-guchi is used

or recognized in Japan. She then formulates a table of speech levels of Korean attitudinal

expressions as an effective teaching aid for Japanese students.

(University of the Ryukyus)
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